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研究成果の概要（和文）：研究の目的は、大都市で社会問題化している社会的孤立を予防し、健

康長寿にむけた施策の確立に向けて、一人暮らし高齢者自立支援プログラムを標準化するとと

もにその評価ツールを開発することである。研究方法は疫学研究である。研究の結果、一人暮

らし高齢者と地域住民を対象とする健康教育プログラムを提示するとともに「地域志向性尺度」

ならびに、「地域高齢者見守り効力感尺度」の日本語版ならびに英語版を開発し、その信頼性、

妥当性を検証した。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to develop and evaluate of the  health 
promotion program for the elderly living alone in the community, forward establishment 
of the public health policy, which set for health promotion.  The survey for local 
governments and elderly people in ordinance-designated cities in Japan was conducted.  
As the results, Community Commitment Scale and Self- Efficacy Scale for Reciprocal Support 
in Community for the Elderly demonstrate considerably high the reliability and validity 
as an assessment tool for community-dwelling elderly. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国の一人暮らし高齢者数は一貫した
増加を続けている。その数は 1986 年には、
128 万人（  65 歳以上人口に占める割合 

13.1％）であったが、2006 年には、410 万人
（同 22.4%）となり（総務省，2006）、今後、
2026 年には、680 万人（同 32.3%）に達する
ことが予測されている（国立社会保障・人口
問題研究所，2008）。 

極めて最近の調査（内閣府，2008）によれ
ば、一人暮らし高齢者のうち「日常生活で不
安のある者」は 前回調査（2005）の 41.2％
より 63.0％に、また、不安のある者で「頼れ
る者のいない者」は 16.8％より 30.7％に大幅
に増加している。さらに、具体的な不安の内
容は「自分の病気・介護」が 34.9％と最も多
く、次いで「孤独感」30.7％、「災害（緊急）
時の対応」26.1％、「外出時の転倒や事故」
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20.4％、「家事の困難感」18.0％と続く。すな
わち一人暮らし高齢者が保健予防上のニー
ズを有する対象であることは明らかであり、
また、この一人暮らし高齢者が住み慣れた地
域で自立した生活を継続することができる
ような支援の創出が、我が国の超高齢社会に
おける焦眉の課題の一つであることは明白
である。 

 本課題に関連する研究動向についてみる
と、欧米では、一人暮らし高齢者の心理的、
社会的、身体的特性や課題については、数多
くの記述的研究があり、他の世帯類型に比し
てその自立度は高い傾向があるものの、緊急
時の対処や日常の保健予防行動に課題を有
する着眼すべき population であることが指
摘されている（Tomassini C, 2004）。また、
その支援については、例えば、社会資源情報
の提供（Guzman JS, 2004）や孤立感を緩和
する方策（Gustavson K,2004）の必要性な
どが示唆されている。 

一方、わが国でも、一人暮らし高齢者の実
態は同様に記述されており、一人暮らし高齢
者の生活様式には、地域特性があることが報
告されている（Tadaka, 2007）。しかしなが
ら、欧米においても、我が国においても、こ
れらの示唆を踏まえた、具体的な支援プログ
ラムやシステムの開発、ひいては、評価方法
の開発に踏み込むような実証的な研究につ
いては、その必要性が提言されるのみで、本
課題は、学術的にも、また施策的にもまだほ
とんど検討されていない。 

このような中で、本応募課題は、応募者ら
の研究グループが、近年、その具体的なプロ
グラムの開発に着手した‘地域特性に応じた
一人暮らし高齢者における自立支援プログ
ラム’の標準化ならびに同評価方法の確立を
提言するものである。このような実証的な研
究は、国内外において未だ蓄積がない。以上
から、本研究は、我が国では勿論のこと、今
後、我が国に続いて超高齢社会を迎える他の
先進諸国においても必至となる一人暮らし
高齢者の自立支援に向けて、学術的、かつ施
策的にも先駆的な実証的研究として位置づ
けられる。  

 

２．研究の目的 

本研究の構想は、超高齢社会の到来ととも
に急増している我が国の一人暮らし高齢者
に対し、地域での自立した生活の継続を可能
にする自立支援システムを構築することで
ある。その構想に向けた本研究の目的は、同
システムにおける具体的な一方策として応
募者らが開発した地域特性に応じた自立支
援プログラムについて標準化することであ
り、かつその評価方法を開発し、学術的・施
策的有用性を検証することである。 

 

３．研究の方法 
関西圏ならびに関東圏の地域住民を対象

とした疫学研究である。研究は４カ年計画で
あり、PhaseⅠ（21年～22年度）、PhaseⅡ（23
年～24年度）からなる。 

PhaseⅠでは、まず、地域特性に応じた一
人暮らし高齢者の自立支援プログラムにつ
いて評価ツール（暫定版）を開発、評価した。 
また、PhaseⅡでは、同ツールについて臨

地に適用し、信頼性、妥当性ならびに有用性
の観点から検証した。 
なお、本研究は、研究代表者の所属する研

究機関の倫理審査委員会による承認を得て
実施された。 

 

４．研究成果 
一人暮らし高齢者と地域住民を対象とす

る健康教育プログラムを提示するとともに
一人暮らし高齢者の自立支援プログラムに
ついて評価ツールとして、「地域志向性尺度」
ならびに、「地域高齢者見守り効力感尺度」
の日本語版ならびに英語版を開発し、その信
頼性、妥当性を提示した（尺度名は仮称）。  
すなわち両尺度は、専門職、一般住民とも

に 2因子 8項目からなる因子構造を有してお
り、地域志向性尺度 8項目の信頼性係数（ク
ロンバックα）は、0.7 以上であり、地域高
齢者見守り自己効力感尺度 8項目の信頼性係
数は 0.8 以上であった。 
さらに地域志向性尺度は、短縮版 Sense of 

Community ならびに地域高齢者見守り効力感
尺度の 2 項目との併存妥当性が確認され、地
域高齢者見守り効力感尺度は、短縮版 Sense 
of Community ならびに GCS-R(丸島)の下位概
念（世話）との併存妥当性が確認された。な
お、両尺度ともに、専門職の得点は一般住民
よりも高くなっていた。 
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